
                                

                                

                                

                                

一
月
十
日 

国
営
木
曽
三
川
公
園
輪
中
ド
ー

ム
に
て
、
消
防
団
・
消
防
本
部
・

自
衛
消
防
隊
に
よ
る
、
桑
名
市
消

防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
で
は
伊
藤
市
長
の
観
閲
の

下
、
徒
歩
部
隊
と
園
児
を
乗
せ
た

車
両
部
隊
に
よ
る
分
列
行
進
が
実

施
さ
れ
た
他
、
長
年
の
功
績
者
に

対
し
表
彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
後
半
に
は
、
長
島
幼
稚
園

の
園
児
に
よ
る
リ
ズ
ム
演
技
「
Ｏ

Ｌ
Ａ
」
の
披
露
が
有
り
、
式
典
に

花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

元
桑
名
方
面
団
副
団
長
の
加
藤
一

様
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

（１）              桑 名 市 消 防 団 広 報 
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柴
田 
清
勝 

平
素
は
、
消
防
団
活
動
に
対
し

ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
ど
も
団
員
は
、
火
災
を
は
じ

め
各
種
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
昼

夜
を
問
わ
ず
献
身
的
な
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。 

近
年
で
は
、
社
会
情
勢
の
急
激

な
変
化
や
、
異
常
気
象
に
よ
り
災

害
も
複
雑
多
様
化
の
傾
向
に
あ
り
、

地
域
住
民
の
皆
様
の
消
防
に
対
す

る
期
待
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て

い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
災
害
に
迅
速
に
対
応

し
、
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は

的
確
な
消
防
組
織
力
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
自
主
防
災
組
織
と
の

連
携
強
化
が
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 今

後
と
も
職
務
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
し
、
市
民
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
日
夜
精
励
し
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に

邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で

な
お
一
層
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

       
出
初
式
の
後
、
長
良
川
河
川
敷

に
お
い
て
、
消
防
車
二
十
九
台
に

よ
る
一
斉
放
水
が
実
施
さ
れ
、 

伊
藤
市
長
に
も
大
山
田
分
署
配
備

の
屈
折
型
梯
子
消
防
車
に
同
乗
し

放
水
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。    

市
長
巡
視 

十
二
月
二
十
八
日 十

二
月
二
十
八
日
か
ら
三
日

間
に
わ
た
り
、
年
末
警
戒
を
実

施
し
ま
し
た
。 年

末
警
戒
は
冬
の
寒
さ
の
な

か
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

が
多
く
な
る
一
方
、
年
末
の
慌

た
だ
し
さ
に
よ
り
火
の
元
に
対

す
る
注
意
力
不
足
に
な
り
や
す

い
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
が

火
災
の
災
禍
に
遭
う
こ
と
な
く

新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
消
防
団
で
巡
回
警
備
を

行
う
も
の
で
す
。               

初
日
の
こ
の
日
は
、
伊
藤
市

長
が
警
戒
に
あ
た
る
団
員
を
激

励
す
る
た
め
に
各
待
機
所
を
訪

問
さ
れ
、
温
か
い
激
励
の
こ
と

ば
を
頂
い
た
団
員
た
ち
は
消
防

車
両
に
乗
っ
て
地
域
の
巡
回
に

出
動
し
て
い
き
ま
し
た
。 深

夜
に
わ
た
る
警
戒
を
三
日

間
実
施
し
ま
し
た
が
、
火
災
発

生
の
報
に
接
す
る
こ
と
な
く
無

事
に
終
了
で
き
ま
し
た
。 最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。             

地
域
巡
回
に
出
動
＝
長
島
第
一
分

団
（
写
真
右
） 

 

伊
藤
市
長
よ
り
激
励
を
受
け
る
多

度
方
面
団
＝
多
度
分
署
に
て 

（
写
真
上
） 

一言の 言葉の重み 考えよう 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （２） 



 
 

   
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
訓
練 九

月
二
十
七
日 

長
島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
分

団 

役
員
が
中
心
と
な
り
、も
や
い

結
び
・
巻
き
結
び
・
本
結
び
等 
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
の
基
礎
と
な
る
結
び

方
を
行
い
ま
し
た
。 

も
や
い
結
び
と
は
、
ロ
ー
プ
の

端
に
固
定
し
た
輪
を
作
る
結
び
方

の
ひ
と
つ
で
、
使
い
勝
手
の
よ
さ

や
用
途
の
多
さ
か
ら
「
結
び
の
王

様
」
と
呼
ば
れ
る
結
び
方
で
す
。

巻
き
結
び
と
は
、
ロ
ー
プ
を
芯
に

巻
き
つ
け
る
結
び
方
で
、
徳
利
を

吊
る
す
の
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
結
び
と
は
、
同
じ
太
さ
の
ロ
ー

プ
同
士
を
つ
な
げ
る
結
び
方
の
ひ

と
つ
で
す
。こ
れ
ら
を
使
え
れ
ば
、

日
常
生
活
や
ア
ウ
ト
ド
ア
で
も
役

立
ち
ま
す
。 方

面
団
全
体
で
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

訓
練
を
行
う
の
は
、
随
分
久
し
ぶ

り
の
事
な
の
で 

団
員
同
士 

教
え

合
い
・
確
認
し
合
い 

約
一
時
間
と

短
い
時
間
で
し
た
が
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。  

    
秋
季
競
練
会
・
防
火
パ
レ
ー
ド 十

一
月
八
日 

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
確
か
め

る
た
め
、
例
年
秋
に
多
度
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
会
場
と
し

て
競
練
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

          

今
年
も
火
災
現
場
を
想
定
し
た

消
火
活
動
を
競
技
と
し
て
行
い
、

放
水
に
よ
り
標
的
を
倒
す
ま
で
の

時
間
や
動
作
の
確
実
性
を
各
班
で

競
い
合
い
ま
し
た
。 

小
雨
の
降
り
し
き
る
中
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
の

操
法
大
会
に
出
場
す
る
選
手
候
補

者
に
よ
る
見
事
な
展
示
演
技
の
あ

と
、
計
二
十
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
の

こ
も
っ
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

中
で
も
ひ
と
き
わ
迅
速
で
確
実
な

操
作
を
見
せ
た
第
五
分
団
一
班
が

優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
競
練
会
の
終
了
後
、
翌

日
か
ら
始
ま
る
火
災
予
防
運
動
に

先
駆
け
て
多
度
町
内
を
分
団
車
両

で
行
進
す
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実

施
し
、
地
域
の
方
々
に
火
災
発
生

の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

            

  

秋
季
消
防
団
教
養
訓
練 十

一
月
十
五
日 

揖
斐
川
右
岸
堤
防
河
川
敷
に
お

い
て
桑
名
方
面
団
全
車
両
十
五
台

に
よ
る
遠
距
離
中
継
送
水
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。 

 
揖
斐
川
よ
り
揚
水
し
、
中
継
消

防
車
両
間
を
ホ
ー
ス
五
本
に
て
結

合
。
十
三
台
の
中
継
車
が
中
継
送

水
を
行
い
、
先
ポ
ン
プ
車
が
二
本

の
筒
先
よ
り
十
分
な
水
圧
で
放
水

を
継
続
す
る
と
い
う
訓
練
内
容
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
中
継
車
両
の
ポ
ン
プ
操
作
及
び

車
両
間
の
伝
達
連
携
が
訓
練
目
的

で
あ
る
た
め
機
関
員
を
交
代
し
て

行
い
ま
し
た
。
中
継
送
水
圧
が
上

が
り
過
ぎ
れ
ば
危
険
で
あ
り
、
下

が
り
過
ぎ
れ
ば
放
水
が
十
分
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
遠
距
離
中
継
送
水
は
大
規
模
地

震
等
で
の
火
災
で
行
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
状
態
も
想
定
さ
れ
る
の

で
、
今
後
と
も
円
滑
に
で
き
る
よ

う
訓
練
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

（３）              桑 名 市 消 防 団 広 報 

無関心 なくすことから はじめよう 



十
月
二
十
四
日 

長
島
運
動
公
園
を
メ
イ
ン
会
場

に
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
広
域

連
携
強
化
を
目
指
す
目
的
で
、
三

重
・
愛
知
・
岐
阜
・
静
岡
・
富
山
・

石
川
・
福
井
の
消
防
機
関
が
参
加

し
た
合
同
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 多

度
方
面
団
が
液
状
化
冠
水
地

区
救
出
訓
練
・
長
島
方
面
団
が
倒

壊
家
屋
座
屈
建
物
救
出
訓
練
・
桑

名
方
面
団
が
土
砂
埋
没
事
故
救
出

訓
練
に
参
加
し

各
部
隊
と
消
防

団
の
連
携
活
動

の
強
化
を
図
っ

た
訓
練
が
披
露

さ
れ
、
各
救
助

機
関
は
最
新
鋭

の
資
機
材
を
活

か
し
た
救
助
活

動
を
行
い
ま
し

た
。 消

防
団
は
災

害
発
生
時
、
緊

急
消
防
援
助
隊

が
到
着
す
る
ま

で
の
最
先
着
隊

と
し
て
重
要
な

任
務
だ
と
分
団

員
が
改
め
て
認

識
す
る
訓
練
で

し
た
。  

   

長
島
北
部
地
区 

十
一
月
八
日 

 
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓
を

も
と
に
、
近
い
将
来
発
生
す
る
と

懸
念
さ
れ
る「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」

を
見
据
え
、
地
域
住
民
の
防
災
意

識
高
揚
と
災
害
時
の
適
切
な
対
応

を
学
ぶ
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 
訓
練
に
当
た
っ
て
は
、
災
害
発

生
時
に
お
け
る
初
動
時
の
行
動
や

避
難
所
へ
の
移
動
等
の
防
災
活
動

の
円
滑
化
を
図
り
、
ま
た
、
関
係

機
関
相
互
の
協
力
体
制
を
高
め
る

と
い
う
視
点
で
、
次
の
六
つ
の
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

初
期
消
火
訓
練
で
は
、
消
火
器

の
使
い
方
を
・
応
急
救
護
訓
練
で

は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
な
ど
・
防
災
備
蓄
資
材
取

扱
い
訓
練
で
は
、
簡
易
ト
イ
レ
等

資
器
材
に
つ
い
て
説
明
、
展
示

を
・
地
震
体
験
で
は
、「
起
震
車
」

に
よ
る
実
際
の
地
震
体
験
を
行
い
、

地
震
の
怖
さ
及
び
揺
れ
方
を
体

験
・
炊
き
出
し
訓
練
で
は
、
長
島

北
部
婦
人
会
の
ご
協
力
で
防
災
備

蓄
品
で
も
あ
る
ガ
ス
釜
を
使
い
お

に
ぎ
り
を
作
る
訓
練
・
防
災
講
話

で
は
、
消
防
本
部
防
災
指
導
課
の

水
谷
課
長
か
ら
「
災
害
へ
の
心
構

え
と
助
け
合
い
」
の
講
話
、
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 
 

雨
が
降
っ
た
こ
と
で
事
前
の
想

定
と
状
況
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、

本
当
の
災
害
は
ど
ん
な
天
気
、
ど

こ
に
い
る
か
関
係
な
く
発
生
す
る

も
の
で
す
。
発
生
し
た
と
き
、
あ

な
た
や
家
族
を
守
る
の
は
地
域
住

民
の
皆
様
自
身
で
す
。ぜ
ひ
と
も
、

皆
様
に
も
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
々
消
防
団
一
同
も
、
今
回
の
防

災
訓
練
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
一
緒
に
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

               

   

一
月
二
十
一
日 

 
一
月
二
十
六
日
の
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
を
前
に
六
華
苑
に
て
、

消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

洋
館
一
階
食
堂
か
ら
出
火
を
想

定
し
職
員
に
よ
る
初
期
消
火
・
１

１
９
番
通
報
・
拡
声
器
を
使
用
し

て
の
来
苑
者
の
避
難
誘
導
及
び
状

況
報
告
、
消
防
本
部
・
消
防
団
に

よ
る
放
水
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
女
性
消
防
団
に
よ
る
消

火
器
の
取
り
扱
い
説
明
や
、
訓
練

用
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
も

実
施
さ
れ
、
見
学
に
訪
れ
た
保
育

園
児
に
も
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。  

桑 名 市 消 防 団 広 報              （４） 

はじめよう 笑顔を添えた 挨拶を 



◇◇◇◇ 特集：A E D ◇◇◇◇

「ＡＥＤ（エー・イー・ディ）」、最近良く耳にすると思います。

日本語で言うと「自動体外式除細動器」。

A：Automated（自動化された）

E：External（体外式の）

D：Defibrillator（除細動器） ・・・何だか難しい言葉ですね～。

心臓が止まった人を助けるための機械らしいという事は何となくわかるんだけど、実際の

ところどういうものなのか、知らない事が多いのでは無いでしょうか？

・ＡＥＤ、最大の誤解！
ＡＥＤは、止まっている心臓を動かすための機械ではありません。

どちらかと言うと『心臓を止める』の方が近いかも知れません。

「心室細動」と言う症状で、ブルブルとけいれんしている心臓に、

電気ショックを与えて、けいれん（細動）を取り除くのですが、

それだけでは心臓は動いてくれません。

心臓が元通りの動きになるためには、心臓マッサージや人工呼吸を

あわせて行う事が重要なのです。

・誰でも操作できるの？
「電気ショック」と聞くと、『正常な人に電気ショックを与えてしまっ

たらどうしよう？』と考えてしまいますね。

しかし、ＡＥＤには、心臓の状態を調べる診断機能がありますから、

必要の無い人には電気ショックを行いません。

スイッチを入れるだけで、音声やランプの点滅などが次にするべ

きことを指示してくれますから、誰でも正しい処置を行えるのです。

・子供に使ってもいいの？
乳児を含めた子供にもＡＥＤは有効ですから使用して下さい。

同様に、妊婦に対しても、ＡＥＤを使用する事が母子双方の救命に有効とされています。

・どこに置いてあるの？
ショッピングセンターや公共施設には、広く設置されています。

近くにいる人にAEDを取ってきてもらいましょう。

しかし、自宅などで、自分だけしかいない場合は、

その場を離れてAEDを取りに行かず、119番に電話して

通信員の指示に従い、自分で出来る心臓マッサージなどの

救命処置を続けて、救急車を待ちましょう。

ＡＥＤは、医師や救急隊員などの特別な人が使う機械ではありま

せん。初めての人でも簡単に使えるように設計されています。

とは言っても、いざという時にはなかなか冷静に行動できないも

のです。講習会の機会があればぜひ参加して、ＡＥＤの使い方だ

けでなく、心臓マッサージなどの救命処置を体験して下さい。

※参考資料・引用：公益財団法人 日本心臓財団ホームページ

一般社団法人 日本救急医学会ホームページ 他

ＡＥＤは、「あなた」が使う機械です

ＡＥＤについてもっと知りたい

思いやる その一言を 忘れない

（５） 桑 名 市 消 防 団 広 報



女性消防団の活動はブログでもご覧いただけます。

桑名市女性消防団 検索 ←クリック！
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☆全国女性消防操法大会
10月15日に横

浜で行われた

全国女性操法大

会のアトラクシ

ョンとして、

防災学習・災害

活動車両の展示

と資機材の説明

をしました。

☆全国女性消防団員活性化大会
平成27年は10月29日に佐賀で開催され

ました。

活動紹介コーナーの

展示は今年も好評。

28年は6月に北海道

で開催されます。

☆応急手当指導員再講習
1～3月に、指導員の資格を持つ団員は資格更新の

ため再講習を受けました。

ＤＶＤを見ながらの座学と、実際に機材を使った

指導の実習を行いました。

あらためて自分達の指導法を客観的

に見直すことができ、新たな指導法

のヒントもいただいて、内容の濃い

講習でした。

住民の皆さんや消防団員への今後の指導に活かしてい

きたいと思います。

☆文化財防火デー消防訓練
文化財防火デーにちな

んだ消防訓練が今年は

1月21日に六華苑で

行われました。

桑名市にも数多

くの貴重な文化

財があります。

私たちも毎年訓

練に参加し、消火器取り扱い指導や避難誘

導で文化財保護のお手伝いをしています。

☆桑名市消防出初式
1月10日、

長島町の

輪中ドーム

において、

消防出初式が

行われました。

今年は、

防災学習

・災害活

動車両で車両行進に参

加しました。

築こうよ みんながホッと できる街！

桑 名 市 消 防 団 広 報 (６ ) 
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